
資料 5

典小板カサベて成分採血由来と
:なつた経緯1等に|ついて |

(自未赤十■社提出豊森)

彙小板林 そ成分採車彙乗となもた経緯
:

,安全性 (感染や抗HLA抗体産生リスケめ低減)浪
(輸車業務の効率化 :1単

|: 権辮寵Fず|1年|
■平成15年4月に全製剤を申:除する方針が決定された

I由本血小板は血小板薮、
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血小板供給本数の 位男j)
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際に発生するJスト等について
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■ヽ小板のコストめ:みでなくt向時に製造
01ストを含めて ′`

|
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成分採ユニ小緩|(1人ふ
:二

∵碑位操最)あ製造主逸
■1(現在の方法) ●
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全て原料血 :

漿として朗 。
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全血採血からの10単位血小板等の製造工程
:(現

在は行うていない)

冤脈瑾羅確実鶏
必要6     :
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10単位
血小板

※バフィニコニトに血漿を残す

必要あ りt現扶よりも約
40品 L容量が減少する。



血小板lo単位1,、しグ、赤血球6ノミッグ及び叉び血漿6
バツグを製造するのに必要な資材等の比較

全血採血由来 (財血者6人必要 )

:              卜必要,
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使用資材等  丁
・18バッグ・ 18ノ ミツク
、・6自除フィルター
11域分採血キット
・検査ア回

全血採血由来血小板に切り替えた場合の資材軍等の増加額: (血小板10単位1パッグ、赤血球こJぐ● グ 弓 バ 而 盤 A′ r、、:ガ⌒ 鋼 1上‐ 晏ロー 、
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同時に製準される赤血球■血漿の製造に必要な資材等を含めて比較
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秀血球6パツグ及び血漿6パッグの製造を想定)



爆靴毛響 編認艦
カロが懸念される。

「プTルによる感染症のリスクの増大が
懸念される。         ‐

:脚麟翻顆欺ξ機
:

料血漿等を確保するためt血漿成分採
|

:血を増やす必要があり、献血者の大幅
:な減少は見込めなぃ。

供給面  ■      i
・ Nノ町結果半J明後にプニルし製造するた

窪塵造廿療讐F否
血小板

?中
庫けす甲

1全血採血の全てからは血小板を製造す
ることができないため、成分採血由来

.血小板も約40万バシグ製造し供給する

12年 鳳 裏二農す志墓鳥
1り 、全血採車由来の血漿製剤及び原料 .

‐血漿の容量が約40mL減少する。 1

コス ト面             ‐

。全ての輸血用血液に自血球除去が必要
:なことt血漿成分採血が増加すること
等から、資材費等の増加が見込まれる:

:工程数が大幅に増えるため製剤部門の|

人件資が増カロする。     |

全車採轟し漱森五漱から五,i備た
・

l ll:‐ |、

製造するとした場合に予想きれる影響l  l  l

海
‐
外の状況 |・



各国の成分血小板の書J合
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ヨ■ロッパではt血小板は■般的に4～5人分の全血採血由、
来パフィ‐コニドから調製きれてきた。変異型クロイツフ土ルトヤ
コブ病|(,OJう )|こ蘭連した議論は、後に、ドナニ暴露数を

少させるために ■供血者由来血小板の

使用を増カロさせるプログラムの策定へと導いた。これらのプログ
ラムはt全血由来血」:ヽ板{社ヒして成分採血由来血小板の使
用量が比較的多い加盟国に大きな影響を与えた。成分採血

ノ が未だ100%になつていないのは、
する意思のあ の数には限度があるためとl

るな、報告のあつた32加盟国の平均で、成人への投与量の
38%(範囲.0・88)が、成分採血された単■供血者の血小
板から製造された。



成分採血由来と全血採血由来血小板の価格 :

アメリカ

オランダ

バ イン

(ドイツ

フランス

日本 ‐

$655。 33

$lρ27.∞

$702.80

$9o9.63‐

$276.99

¥77′ 270

$142.21

$69フ.00

`$349.27 i

:$389.04

$95.51 1(415)

(5)

(4)

(4):

1 1‐  成分は10単位

ibpn hews及びⅣ8BホTムページょり

1010 1:)晃臭曇層:lt留
2009 12.5単位

2009

:2009

2010

成分は2o単位、全血
は10単位   ‐

10-20単位、成分は
HLA type11 : |

成分は10単位、全血
は5単位    :




